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CCBBTT のの実実施施方方式式にに関関すするる探探索索的的検検討討  
――特別な設備のない試験室での実施に向けて―― 

 
寺尾 尚大（大学入試センター） 

 
本報告は，据え置きの試験専用端末や特殊なネットワーク環境のない試験室で CBT を実施する方式

について，主に試験用端末・ネットワーク環境・受験者の所感などの観点から探索的に検討すること

を目的とする。関東地方の公立高等学校に通う生徒への CBT を通じて，CBT 実施方法についての示

唆を得た。具体的には，事前訪問調査の結果から，試験室単位でのネットワーク環境診断の必要性が

強く示唆され，事後アンケートの結果から，受験者の CBT 受験経験・操作のスキルに相当程度の個人

差があることなどが明らかとなった。 
キーワード：Computer Based Testing, ネットワーク環境, 受験者アンケート 

 
1 ははじじめめにに 
1.1 個個別別大大学学のの入入学学者者選選抜抜ににおおけけるるCBTのの利利用用 

2020 年（令和 2 年）に始まった新型コロナウイル

スの猛威は，令和 3 年度入学者選抜において，一部

の大学でコンピュータを用いた試験（Computer 
Based Testing, CBT）の実施を後押しした。例えば，

叡啓大学では，感染拡大防止と開学初年度の制約もあ

り，一般選抜の試験をテストセンターでの CBT とし

て実施した（大野，2021）。また，九州工業大学で

は総合型選抜において，適性検査を CBT で実施した 
（大野ほか，2021）。令和 4 年度入試では，東京外

国語大学の一般選抜において英語スピーキング試験を

CBT で実施する事例も見られる。令和 3 年度選抜限

りの変更だったものも含めて，個別大学での CBT 利

用の動きがあったことは，注目すべきことである。 
時を同じくして，大学入試センターでは CBT 活用

検討部会を設置し，2021 年 3 月に報告書を公表した 
（大学入試センター，2021）。この報告書では「ま

とめ」として，①全国的に均質で質の高い受験環境の

確保，②トラブル等が生じた場合の対応体制の構築，

③新しい試験の在り方に対する受験者や保護者を含む

社会全体の理解の 3 点を課題に挙げ，これらについ

て細やかな検討が必要であると整理した。このうち①

や②は試験環境や実施に関する事項である。CBT で

の試験実施方式に関する精緻な検討にあたっては，近

年の技術動向を踏まえながら，試験に用いる端末やネ

ットワーク環境，受験生の操作スキルなど，受験環境

面の調査研究を十分に深めることが重要である。 
1.2 ここれれままででののCBT実実施施方方式式ととココスストトのの高高ささ 
これまで CBT は，テストセンターやコンピュータ

教室・CALL 教室など，限られた施設の中に設置さ

れた管理端末・ネットワーク環境の中で行われてきた。

テストセンターでの CBT 実施は，端末・ネットワー

クが試験のみに用いられる利点がある一方，OS のア

ップデート端末やネットワーク機器の管理に相当のコ

ストと労力がかかる点に課題がある（近藤ほか，

2007）。普段コンピュータ室で使用されている設備

を CBT で使用する際には，別の施設に赴かなくても

試験が実施できる利点があるが，その試験専用に端末

やネットワークの設定を行う必要があり，現状復帰を

スピーディーに実施しなければならないという課題が

ある。多くの CBT では，試験実施を専門とする事業

者や高度な技能を持つ教職員の作業を要する。最近で

は，試験専用のラップトップ端末やタブレット端末等

を使用する提案もある（松浦，2019）1)。 
さらに，College Board が実施・運営を担う SAT

の CBT 化では，個人保有または学校管理端末を利用

する方式が採られている（College Board, 2022）。

試験端末として利用できるものに柔軟性が出てきたこ

とは，実施時期や場所の制約を緩和するものとなりう

る。また，インターネットの高速化やセキュリティの

向上などにより，条件や人数，試験の性質次第では，

CBTを簡便に実施できる環境が整備されつつある。 
この状況下において，安定的に試験を実施し，受験

生をはじめ関係の教職員の方々の負担を最大限減らす

ことのできる CBT 実施方法についての基礎研究が必

要であると考えられる。これまで，特別な設備を要す

るために生じていた CBT 実施におけるコストの高さ，

専門性の高さ，負担の大きさの課題を解決するため，

まずは現状の把握から始めることが必須だろう。 
1.3 本本報報告告のの目目的的 
こうした背景を踏まえ，本報告では，2021 年 3 月
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に高等学校で実施した CBT 調査研究について，特に

試験端末の管理運用やネットワーク環境の面を中心に

整理することで，CBT の実施方式に関する論点を探

索的に検討することを目的とする。本報告では，高等

学校の端末およびネットワーク環境を借りて CBT を

実施した際の，端末およびネットワーク環境について

の調査方法および結果を示し，将来特別な設備のない

試験室で CBT の試験を実施する際の検討事項の洗い

出しを行った。 
大学入試における CBT 化の難しさの一因は，試験

の実施・受験環境についての研究知見が不足している

ことに加えて，現状把握ができていないところにある

と考えられる。本研究は，CBT の実施環境や受験者

個人の CBT 受験経験・操作感などについての把握を

行い，大学入試の CBT 化をめぐる論点について現在

地を示すことを目指す。 
 
2 調調査査のの概概要要とと方方法法 
2.1 調調査査のの目目的的 
本調査の目的は次の二つであった。第一に，研究目

的に沿うよう作成された実験用の英語リーディング・

リスニング・ライティング問題への解答を収集するこ

と，第二に，多様な端末・ネットワーク環境の高等学

校に依頼して試験を実施し，学習用端末やネットワー

ク環境をめぐる現況を把握し，試験実施方式の検討に

向けた参考資料を得ることであった。本報告は，第二

の目的に関するものであるため，以降ではこの目的に

関する事項のみに絞って記述する。 

2.2 研研究究参参加加校校・・研研究究参参加加者者 
関東地方の高等学校の外国語科に通う高校生 228

名であった。各都県の教育庁を通じて高等学校に調査

協力を依頼し，協力が得られた 5 校を対象とした。

なお，3.1 節でも述べるが，このうち 1 校については，

事前訪問において試験室のネットワーク帯域幅が規定

の水準に達しなかったため，研究への参加を見合わせ

た。上記の参加者数は，実際に試験を実施した 4 校

の人数である。 
研究参加者は 18 歳未満であったため，研究参加者

である高校生本人の同意を得るとともに，学校長から

代諾を得た。研究参加同意書において本人の同意が確

認された219名のデータを分析対象とした。 
なお，調査は 2021 年 3 月に実施したため，新型コ

ロナウイルス感染防止対策を行いながら研究参加を求

めることとした。具体的には，手指消毒に利用できる

アルコール入りウェットティッシュの配付や，室温が

低くならないよう留意しながらの換気などの対策をと

った。 
 
2.3 試試験験環環境境のの事事前前確確認認 
試験環境の事前確認として，書面での確認および事

前訪問調査による確認の 2 段階を経ることとした。

書面確認は調査実施の 3 か月前を目安に実施し，事

前訪問調査は調査当日の 1 週間前を目安に実施した。 
最初の書面確認では，各研究参加校の窓口の先生に

対し，調査の希望日時や研究参加予定人数とともに，

試験端末として使用する機器についての質問シートを

配付し，回答を依頼した。具体的には，端末の種類

（デスクトップ・ノート・タブレット），キーボード

の種類（外付けキーボード・ソフトウェアキーボー

ド・ついていない），OS（Windows OS・mac 
OS・iOS・ChromeOS・その他），USB ポートが 2
つ以上あるかどうか（2.4 節において詳述），USB
フラッシュメモリの使用が許可されているかどうか，

3.5mm 口径のイヤホンジャックがあるかどうか等に

ついて尋ねた。 
次に，当日 1 週間前を目安に，研究参加校を訪問

し，試験室として使用する予定の教室において，試験

端末の現物確認およびネットワーク環境の調査を行っ

た。書面で回答のあった事項が満たされていることを

確認の上，CBT システム TAO（Open Assessment 
Technologies, 2022）に接続し，音声および動画が正

しく再生できるかどうかをテストした。ネットワーク

環境の調査に関しては，TAO の試験端末およびネッ

ト ワ ー ク 環 境 の 診 断 を 行 う 機 能

CompatibiltyChecker（taoClientDiagnostic）を使

用し，レンダリング時間（最小値・最大値・平均値），

下り帯域（最小値・最大値・平均値），上り帯域（平

均値・最大値）について測定した。 
レンダリング時間は，ある Web ページ内のコンテ

ンツを表示するのに必要な時間である。ただし，サー

バの応答速度やネットワーク帯域，表示するコンテン

ツの重さ，端末のスペックなど，多様な要因の影響を

受けるため，表示のみにかかる時間とはなっていない

点，留意が必要である。レンダリング時間が過度に長

いことは，試験問題の表示に時間がかかることを意味

するものであり，解答に余計なストレスと認知負荷を

かけることにつながる。0.1 秒以内にレスポンスがあ

ればストレスなく問題を閲覧することができる。下り

帯域はインターネット経由でデータを受け取る際の通

信速度，上り帯域はインターネット経由でデータを送

信する際の通信速度のことを指す。CBT においては，
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に高等学校で実施した CBT 調査研究について，特に

試験端末の管理運用やネットワーク環境の面を中心に

整理することで，CBT の実施方式に関する論点を探

索的に検討することを目的とする。本報告では，高等

学校の端末およびネットワーク環境を借りて CBT を

実施した際の，端末およびネットワーク環境について

の調査方法および結果を示し，将来特別な設備のない

試験室で CBT の試験を実施する際の検討事項の洗い

出しを行った。 
大学入試における CBT 化の難しさの一因は，試験

の実施・受験環境についての研究知見が不足している

ことに加えて，現状把握ができていないところにある

と考えられる。本研究は，CBT の実施環境や受験者

個人の CBT 受験経験・操作感などについての把握を

行い，大学入試の CBT 化をめぐる論点について現在

地を示すことを目指す。 
 
2 調調査査のの概概要要とと方方法法 
2.1 調調査査のの目目的的 
本調査の目的は次の二つであった。第一に，研究目

的に沿うよう作成された実験用の英語リーディング・

リスニング・ライティング問題への解答を収集するこ

と，第二に，多様な端末・ネットワーク環境の高等学

校に依頼して試験を実施し，学習用端末やネットワー

ク環境をめぐる現況を把握し，試験実施方式の検討に

向けた参考資料を得ることであった。本報告は，第二

の目的に関するものであるため，以降ではこの目的に

関する事項のみに絞って記述する。 

2.2 研研究究参参加加校校・・研研究究参参加加者者 
関東地方の高等学校の外国語科に通う高校生 228

名であった。各都県の教育庁を通じて高等学校に調査

協力を依頼し，協力が得られた 5 校を対象とした。

なお，3.1 節でも述べるが，このうち 1 校については，

事前訪問において試験室のネットワーク帯域幅が規定

の水準に達しなかったため，研究への参加を見合わせ

た。上記の参加者数は，実際に試験を実施した 4 校

の人数である。 
研究参加者は 18 歳未満であったため，研究参加者

である高校生本人の同意を得るとともに，学校長から

代諾を得た。研究参加同意書において本人の同意が確

認された219名のデータを分析対象とした。 
なお，調査は 2021 年 3 月に実施したため，新型コ

ロナウイルス感染防止対策を行いながら研究参加を求

めることとした。具体的には，手指消毒に利用できる

アルコール入りウェットティッシュの配付や，室温が

低くならないよう留意しながらの換気などの対策をと

った。 
 
2.3 試試験験環環境境のの事事前前確確認認 
試験環境の事前確認として，書面での確認および事

前訪問調査による確認の 2 段階を経ることとした。

書面確認は調査実施の 3 か月前を目安に実施し，事

前訪問調査は調査当日の 1 週間前を目安に実施した。 
最初の書面確認では，各研究参加校の窓口の先生に

対し，調査の希望日時や研究参加予定人数とともに，

試験端末として使用する機器についての質問シートを

配付し，回答を依頼した。具体的には，端末の種類

（デスクトップ・ノート・タブレット），キーボード

の種類（外付けキーボード・ソフトウェアキーボー

ド・ついていない），OS（Windows OS・mac 
OS・iOS・ChromeOS・その他），USB ポートが 2
つ以上あるかどうか（2.4 節において詳述），USB
フラッシュメモリの使用が許可されているかどうか，

3.5mm 口径のイヤホンジャックがあるかどうか等に

ついて尋ねた。 
次に，当日 1 週間前を目安に，研究参加校を訪問

し，試験室として使用する予定の教室において，試験

端末の現物確認およびネットワーク環境の調査を行っ

た。書面で回答のあった事項が満たされていることを

確認の上，CBT システム TAO（Open Assessment 
Technologies, 2022）に接続し，音声および動画が正

しく再生できるかどうかをテストした。ネットワーク

環境の調査に関しては，TAO の試験端末およびネッ

ト ワ ー ク 環 境 の 診 断 を 行 う 機 能

CompatibiltyChecker（taoClientDiagnostic）を使

用し，レンダリング時間（最小値・最大値・平均値），

下り帯域（最小値・最大値・平均値），上り帯域（平

均値・最大値）について測定した。 
レンダリング時間は，ある Web ページ内のコンテ

ンツを表示するのに必要な時間である。ただし，サー

バの応答速度やネットワーク帯域，表示するコンテン

ツの重さ，端末のスペックなど，多様な要因の影響を

受けるため，表示のみにかかる時間とはなっていない

点，留意が必要である。レンダリング時間が過度に長

いことは，試験問題の表示に時間がかかることを意味

するものであり，解答に余計なストレスと認知負荷を

かけることにつながる。0.1 秒以内にレスポンスがあ

ればストレスなく問題を閲覧することができる。下り

帯域はインターネット経由でデータを受け取る際の通

信速度，上り帯域はインターネット経由でデータを送

信する際の通信速度のことを指す。CBT においては，

下り帯域が試験問題ファイルの閲覧表示に対応し，上

り帯域が解答の送信に対応する。 
 
2.4 試試験験実実施施のの当当日日のの流流れれ 
試験全体は，あらかじめ作成された監督要領に沿っ

て進められた。事前説明 15 分，解答時間 50 分，事

後アンケート 10 分，事後操作 5 分の 80 分間で実施

した。試験を開始する前に，ログイン ID とパスワー

ドが記載された受験番号票，研究参加同意書，メモ用

紙の入ったクリアファイルを机上配付した。 
はじめに，調査における新型コロナウイルス感染防

止対策に関する説明を行った上で，TAO への接続を

行った。本来，起動中に利用できる機能を制限したロ

ックダウンブラウザを利用して試験を実施することが

適切であるが，各学校の端末を利用して試験を実施す

る関係上，ロックダウンブラウザのインストールや配

布を実施できないケースもあったため，今回の調査で

は試験専用ロックダウンブラウザは利用せず，特例措

置として次のような対応を行った。 
USB ポートの利用が認められている学校では，簡

易接続のため USB メモリを用いた。USB メモリに

は，nativefier2)を用いて疑似ネイティブアプリ 3)化し

た実行ファイルをあらかじめ置いておき，研究参加者

が USB メモリを端末に挿入し，指定の実行ファイル

をクリックすると，インターネットを通じて TAO に

接続できるようにした。疑似ネイティブアプリでは，

フルスクリーンで実行する，メニューバーを隠す，右

クリックを無効化する，アプリを常にトップに表示す

る等，他のアプリケーションの起動を禁止するシング

ルキオスクアプリモードでロックダウンブラウザを使

用する際の挙動に近くなるような設定を行った。

USB ポートが利用できない場合には，研究参加者自

身が web ブラウザのアドレスバーに URL を入力し，

TAO に接続した。USB ポートの使用が認められてい

たのはA, D, Eの3校，認められていなかった学校は

B, Cの2校であった。 
接続後，受験番号票に記載されているログイン ID 

（受験番号）とパスワードを使用してログインした。

ログイン ID およびパスワードは半角英数字のみを使

用し，入力の難しい特殊記号は使用しなかった。全角

文字での入力誤りに気付いてもらいやすくするため，

ログイン ID は “a1001” のように，母音英小文字か

ら始めることとした。 
次に，5 分半程度の操作説明動画を閲覧の上，研究

参加同意書への記入を行った。その後，英語リーディ

ング（20 分），リスニング（10 分），ライティング 

（20 分）の試験を順次実施した。最後に，事後アン

ケート（詳細は2.5節）への回答を求めた。 
 
2.5 事事後後アアンンケケーートト 
合計 50 分間の試験の後，事後アンケートへの回答

を求めた。事後アンケートでは，デモグラフィック変

数，CBT の受験経験や試験実施・進行，リスニング，

ライティングそれぞれについて選択式の回答を求めた

後，全体の感想を自由記述でするよう教示した。本稿

では，CBT の受験経験および試験実施・進行に関す

る調査項目の集計結果のみを報告する。 
事後アンケートでは，CBT の受験経験について 1

項目，当日の試験実施・進行について 4 項目，メモ

用紙の使用について 1 項目で尋ねた。各調査項目と

選択肢については，結果とあわせて図1に示した。 
 

3 結結果果 
3.1 ネネッットトワワーークク帯帯域域測測定定 
研究参加校への事前訪問時に実施した CBT 環境調

査の調査を表1に示した。 
最大レンダリング時間については，5 校いずれも

0.1 秒以内に収まっており，ストレスを感じない時間

内に試験問題を表示可能であることが確認された。 
下り帯域に関して，TAO では受験者数 1 名あたりの

必要帯域を 0.5Mbps としており，仮に予定受験者数

が 40 名だった場合，1 名あたり 0.5Mbps×40 名＝

20Mbps が必要帯域ということになる。結果として，

D 高校を除いてこの基準を満たしており，予定して

いた受験者数が同時刻に CBT を受けられるだけの通

信速度が確保されていると判断された。D 高校での

予定受験者数は 40 名であったが，帯域測定の結果，

当該のネットワーク環境下で同時に受験できる人数が

9 名程度である可能性が推察された。実験であること

を考慮しても，事前に試験の実施が難しいことが濃厚

となっているにもかかわらず実験を行うことは，受験

者・研究参加校の教員ともに精神的な負担も時間的浪

費も大きく，研究倫理の観点でも認められないものと

判断して，調査の実施を見合わせた。上り帯域につい

ては，今回，多肢選択式問題（選択肢番号の文字

列）・記述式問題（文字列）の送信のみにとどまるた

め，特に基準を設けず確認のみを行うこととした。C
高校では，LTE 回線に接続する SIM カードを端末 1
台 1 台に挿入して使用していたため，表中の帯域は 1
名あたりが利用できる帯域幅を表示している点に留意

が必要である。
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表1 研究参加校における事前訪問調査の結果 

 
なお，B 高校と C 高校において，ネットワーク帯

域測定が実施できない試験室があったため，異なる試

験室での実施に切り替えた事例があった。具体的には，

B 高校では，標準インストールされている web ブラ

ウザが Internet Explorer であり，CBT システム

TAO では IE をサポートしていなかったため，事前

調査においても TAO への接続がかなわなかった。C
高校では，生徒が所持する BYOD 端末を直接インタ

ーネットに接続するための回線（通称，BYOD 回

線）での試験を予定していたが，本調査で利用予定の

URL が事前訪問においてフィルタリングされ，当日

までにシステム管理者による許可作業が難しいとのこ

とで，BYOD 回線のある教室での試験実施を見合わ

せた。 

3.2 研研究究参参加加者者へへのの事事後後アアンンケケーートト 
3.2.1 CBT受験経験 

Q1 の結果から，この調査で CBT を初めて経験す

ることになった研究参加者が，全体の 60.8%に上る

ことが明らかとなった。高校 1・2 年生となると，英

語民間試験などを CBT で受験した経験があるのでは

ないかとの予測を立てていたが，意外にも今回の研究

参加者の多くは初めて CBT を経験することとなった。 
その一方で，「これ以外に 2 回」「これ以外に 3

回以上」と回答した参加者も 10%弱おり，CBT を何

度か経験している参加者もいた。現状では，CBT の

受験経験の個人差が大きく，試験の実施にあたっては

CBT 未経験者がいることを想定した丁寧な説明や対

応を要することが示唆された。 
 
3.2.2 解答開始までの操作とその説明 
図 1 に示した Q2～Q5 では，試験システム（アプ

リケーション）の起動やログイン，操作方法の説明や

音量調節について尋ねた。Q2 を見ると，8 割超の参

加者は，USB メモリに入っている疑似ネイティブア

プリを起動する，または web ブラウザを利用し，

TAO への接続を行う操作について「難しくなかっ

た」と回答していた。「少し難しいところがあった」

「とても難しかった」と回答する参加者も 40 名程度

いた。 
追加分析として，USB メモリを挿入して疑似ネイ

ティブアプリを起動した受験者と，ブラウザのアドレ

スバーに URL を入力した受験者に分けて，Q2 の回

答割合を算出した。結果として，疑似ネイティブアプ

リを起動した受験者では，「とても難しかった」1 名 
（0.8%），「少し難しいところがあった」8 名

（7.1%），「あまり難しくなかった」40 名

（35.7%），「ぜんぜん難しくなかった」63 名

（56.3%）と，大部分の者が難しいとは感じていなか

った。対して，URL 入力を行った受験者では，「と

ても難しかった」6 名 （5.2%），「少し難しいとこ

ろがあった」23 名 （20.0%），「あまり難しくなか

った」41 名（35.6%），「ぜんぜん難しくなかっ

た」45 名 （39.1%）と，相対的に難しかったと評定

した回答が多く見られた。 
Q3 を見ると，ログインについても大部分の参加者

がスムーズに実施できていたが，当日の調査では，ロ

グインが上手くできずに挙手をした参加者がおり，試

験監督者が確認したところ，全角・半角の違いに気づ

かずに入力していたという事例があった。ログイン

ID とパスワードの入力に関しては，タイピングスキ

ルの高低に十分配慮することが必要であると考えられ

る。Q4 では，CBT の画面操作説明動画について尋

ねたが，おおむねわかりやすかったとの回答が得られ

高高校校  
UUSSBB//
UURRLL  

デデススククトトッッププ//
ララッッププトトッッププ  

OOSS  
最最大大レレンンダダ

リリンンググ時時間間  
（（秒秒））  

下下りり帯帯域域のの

最最大大値値  
（（MMbbppss））  

上上りり帯帯域域のの

最最大大値値  
（（MMbbppss））  

備備考考  

A USB デスクトップ Win 0.02 26.25 15.49  
 USB デスクトップ Win 0.02 67.67 65.85  

B URL ラップトップ Chrome 0.06 21.08 57.97 IE のみがインストールされていた教

室で実施見合わせ 
C URL ラップトップ Chrome 0.08 18.31 5.80 接続フィルタリングが当日までに解

除できなかった教室で実施見合わせ 
D URL デスクトップ Win 0.03 4.69 69.57  
E USB デスクトップ Win 0.02 37.05 60.27  
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Q3 を見ると，ログインについても大部分の参加者

がスムーズに実施できていたが，当日の調査では，ロ
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デデススククトトッッププ//
ララッッププトトッッププ  

OOSS  
最最大大レレンンダダ

リリンンググ時時間間  
（（秒秒））  
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B URL ラップトップ Chrome 0.06 21.08 57.97 IE のみがインストールされていた教

室で実施見合わせ 
C URL ラップトップ Chrome 0.08 18.31 5.80 接続フィルタリングが当日までに解

除できなかった教室で実施見合わせ 
D URL デスクトップ Win 0.03 4.69 69.57  
E USB デスクトップ Win 0.02 37.05 60.27  

た一方で，わかりにくかったと回答する参加者も一定

数見られ，説明の仕方に一層の工夫を要することが示

唆された。Q5 では，動画説明中に実施したイヤホン

の音量調節について尋ねたが，大多数の参加者が動画

視聴中に音量の調節ができたと回答していた。 
 

3.2.3 メモ用紙の使用 
Q6 では，メモ用紙の使用について尋ねた。本調査

では，英語リーディング・リスニング・ライティング

全体を通して，参加者には両面とも利用可能な A4 サ

イズのメモ用紙を 1 人あたり 1 枚配付したが，大部

分の参加者は「ぜんぜん使わなかった」「ほとんど使

わなかった」と回答していた。問題数が限られていた

こともあり，メモを取る量は少なかったものと推察さ

れる。その一方で「かなり使った」と回答する参加者

も少数いた。この調査では，CBT においてメモ用紙

を追加配付する場合の手順を決めていなかったが，受

験者から希望があった場合の手順も明確化しておく必

要があることが示された。 
 

図 1 事後アンケートの集計結果 
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4 考考察察 
4.1 CBT実実施施上上のの示示唆唆 
本研究を通じて，CBT を実施・運営する上での重

要な示唆が二点得られた。 
第一に，インターネットに接続して実施する形式の

CBT では，ネットワーク環境に関する入念な調査が

必要となる点である。今回，帯域幅やレンダリング時

間等の指標を用いた事前調査を実施の上，調査当日に

臨んだ。この事前調査を通じて，予定していた試験室

での実施が不可能であることをあらかじめ特定できた。

例えば，C 高校では CBT システムの URL がフィル

タリングされて接続できないことや，D 高校では試

験が実施できるだけの帯域幅が不足していたことが明

らかになった。特別なネットワーク設備をもたない通

常教室では，試験室に赴いてネットワーク診断をあら

かじめ実施することの重要性が示唆された。インター

ネットを経由して学校または大学の外とどのように通

信するのか，ボトルネックの有無についても確認する

必要があるだろう。 
第二に，CBT とあわせて，受験生自身の感想や慣

れ，操作のしやすさなどを丁寧に検討することの必要

性が挙げられる。事後アンケートの結果から，CBT
の慣れの程度に個人差があること，操作の説明やイヤ

ホン等の外部接続機器の調節方法の指示に工夫が必要

であることが示唆された。受験生の情報活用能力が全

体的に底上げされれば，一定程度解決される部分もあ

るが，試験ごとに対応の異なる点については，試験ご

とに説明する必要も生じうる。受験生に丁寧に理解し

てもらえる方法の洗練が求められるだろう。 
 

4.2 GIGAススククーールル構構想想かかららのの示示唆唆 
B 高校や C 高校では，学校または生徒個人が 1 人

1 台端末を用意し，学習に「普段使い」していた。

GIGAスクール構想そのものは小中学校を対象とした

施策であるが，今回調査を実施した自治体では，一部

の高等学校で GIGA スクール構想を意識した取り組

みが行われていた。 
GIGAスクール構想での学習端末・ネットワーク環

境整備の論点の中には，試験端末やネットワーク環境

について考える上でも重要になる点がいくつかある。

GIGAスクール構想では，児童・生徒がモバイル端末

管理（Mobile Device Management, MDM）の機能

を活用して管理された学習用端末を校内・校外で利用

する。CBT との共通点として，①端末の初期設定を

効率化したり，使用できるアプリケーションに制約を

もたせられること，②端末の状態を教員（試験の場合

は試験監督者・試験実施者）側で監視できること，③

特別な回線を利用しない場合にも一定程度の安全性が

確保できる等が挙げられる。また，ネットワーク環境

に関しても，従来の考え方からの転換は，試験実施方

法の設計に影響を及ぼす。これまでの境界型セキュリ

ティの考え方では，試験場の内部ネットワークを全面

的に信頼し，外部のネットワークへのセキュリティを

高めてきたが，近年では境界の内部にもリスクがある

として，内部であっても無条件に信頼しないゼロトラ

ストネットワークの考え方が登場してきた。この考え

方では，試験場の内部であっても外部のインターネッ

トからの接続と同様のセキュリティを確保し，試験場

からのアクセスということだけでなく，アカウントの

種類や場所，使用するデバイスに応じてセキュリティ

ポリシーを定義することとなる。建物内のネットワー

クにセキュリティの信頼を過度に置くことのない方法

は，CBT の実施方法に大きなインパクトを与えうる

ものであり，その技術的進展を追う必要があるものと

言える。GIGA スクール構想を支える MDM やゼロ

トラストネットワークの考え方は，CBT 実施方式に

も新たな可能性を提示していると言えるだろう。 
 
4.3 そそのの他他のの示示唆唆 
今回の調査では，高等学校の施設を借りて研究参加

者への解答協力を得る方法をとった性質上，試験室の

座席配置を変更することができなかった。試験室にお

いて試験の様子を観察する中で，①端末操作に関する

説明の進め方，②他の受験生の画面を見えにくくする

工夫についての示唆も得られた。 
第一に，試験実施直前の端末操作に関する説明の進

め方に工夫が必要であることが示された。今回の調査

では，監督要領読み上げによる指示を一部動画での説

明に代えた。確かに，画面の操作方法はある程度伝わ

ったかもしれないが，現在どの画面が表示されている

のが適切か，動画が適切に流れているか，今はイヤホ

ンを装着すべき状況なのか等がわからなかった際，周

囲の受験生の様子も見ながら操作を進めている場面も

あった。他の受験生の画面をのぞき込むことなく，自

分の試験端末で試験進行上適切な画面が表示されてい

るかどうかを把握できる方法を確立する必要があり，

前方にモニターやスクリーンを用意して画面表示する

ことなども検討が必要である。  
第二に，他の受験生の画面を見えにくくする工夫の

必要性も明らかとなった。座席配置を変更できなかっ

たことにより，いくつかの試験室では受験生と受験生

の距離が近く，隣の受験生の画面が見えても仕方ない
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4 考考察察 
4.1 CBT実実施施上上のの示示唆唆 
本研究を通じて，CBT を実施・運営する上での重

要な示唆が二点得られた。 
第一に，インターネットに接続して実施する形式の

CBT では，ネットワーク環境に関する入念な調査が

必要となる点である。今回，帯域幅やレンダリング時

間等の指標を用いた事前調査を実施の上，調査当日に

臨んだ。この事前調査を通じて，予定していた試験室

での実施が不可能であることをあらかじめ特定できた。

例えば，C 高校では CBT システムの URL がフィル

タリングされて接続できないことや，D 高校では試

験が実施できるだけの帯域幅が不足していたことが明

らかになった。特別なネットワーク設備をもたない通

常教室では，試験室に赴いてネットワーク診断をあら

かじめ実施することの重要性が示唆された。インター

ネットを経由して学校または大学の外とどのように通

信するのか，ボトルネックの有無についても確認する

必要があるだろう。 
第二に，CBT とあわせて，受験生自身の感想や慣

れ，操作のしやすさなどを丁寧に検討することの必要

性が挙げられる。事後アンケートの結果から，CBT
の慣れの程度に個人差があること，操作の説明やイヤ

ホン等の外部接続機器の調節方法の指示に工夫が必要

であることが示唆された。受験生の情報活用能力が全

体的に底上げされれば，一定程度解決される部分もあ

るが，試験ごとに対応の異なる点については，試験ご

とに説明する必要も生じうる。受験生に丁寧に理解し

てもらえる方法の洗練が求められるだろう。 
 

4.2 GIGAススククーールル構構想想かかららのの示示唆唆 
B 高校や C 高校では，学校または生徒個人が 1 人

1 台端末を用意し，学習に「普段使い」していた。

GIGAスクール構想そのものは小中学校を対象とした

施策であるが，今回調査を実施した自治体では，一部

の高等学校で GIGA スクール構想を意識した取り組

みが行われていた。 
GIGAスクール構想での学習端末・ネットワーク環

境整備の論点の中には，試験端末やネットワーク環境

について考える上でも重要になる点がいくつかある。

GIGAスクール構想では，児童・生徒がモバイル端末

管理（Mobile Device Management, MDM）の機能

を活用して管理された学習用端末を校内・校外で利用

する。CBT との共通点として，①端末の初期設定を

効率化したり，使用できるアプリケーションに制約を

もたせられること，②端末の状態を教員（試験の場合

は試験監督者・試験実施者）側で監視できること，③

特別な回線を利用しない場合にも一定程度の安全性が

確保できる等が挙げられる。また，ネットワーク環境

に関しても，従来の考え方からの転換は，試験実施方

法の設計に影響を及ぼす。これまでの境界型セキュリ

ティの考え方では，試験場の内部ネットワークを全面

的に信頼し，外部のネットワークへのセキュリティを

高めてきたが，近年では境界の内部にもリスクがある

として，内部であっても無条件に信頼しないゼロトラ

ストネットワークの考え方が登場してきた。この考え

方では，試験場の内部であっても外部のインターネッ

トからの接続と同様のセキュリティを確保し，試験場

からのアクセスということだけでなく，アカウントの

種類や場所，使用するデバイスに応じてセキュリティ

ポリシーを定義することとなる。建物内のネットワー

クにセキュリティの信頼を過度に置くことのない方法

は，CBT の実施方法に大きなインパクトを与えうる

ものであり，その技術的進展を追う必要があるものと

言える。GIGA スクール構想を支える MDM やゼロ

トラストネットワークの考え方は，CBT 実施方式に

も新たな可能性を提示していると言えるだろう。 
 
4.3 そそのの他他のの示示唆唆 
今回の調査では，高等学校の施設を借りて研究参加

者への解答協力を得る方法をとった性質上，試験室の

座席配置を変更することができなかった。試験室にお

いて試験の様子を観察する中で，①端末操作に関する

説明の進め方，②他の受験生の画面を見えにくくする

工夫についての示唆も得られた。 
第一に，試験実施直前の端末操作に関する説明の進

め方に工夫が必要であることが示された。今回の調査

では，監督要領読み上げによる指示を一部動画での説

明に代えた。確かに，画面の操作方法はある程度伝わ

ったかもしれないが，現在どの画面が表示されている

のが適切か，動画が適切に流れているか，今はイヤホ

ンを装着すべき状況なのか等がわからなかった際，周

囲の受験生の様子も見ながら操作を進めている場面も

あった。他の受験生の画面をのぞき込むことなく，自

分の試験端末で試験進行上適切な画面が表示されてい

るかどうかを把握できる方法を確立する必要があり，

前方にモニターやスクリーンを用意して画面表示する

ことなども検討が必要である。  
第二に，他の受験生の画面を見えにくくする工夫の

必要性も明らかとなった。座席配置を変更できなかっ

たことにより，いくつかの試験室では受験生と受験生

の距離が近く，隣の受験生の画面が見えても仕方ない

ケースがあった。今後は，座席の配置に配慮するとと

もに，のぞき見防止フィルターを使って試験を実施し

てみる等の実験を行ってみてもよいかもしれない。 
 

5 おおわわりりにに 
本稿では，CBT を高等学校で実施した事例をもと

に，CBT の実施方式について総花的な記述を行った。

高等学校での調査を通じて，CBT 実施方式に対する

示唆がいくつか得られた。別の活用場面で普及してき

た技術動向も，CBT を検討する上で重要な視点を提

示している。なお，技術革新に応じて論点が解消され

る場合も十分にありうるため，最新動向にはアンテナ

を張っておく必要もあるだろう。 
特別な設備のない試験室において CBT を実施する

場合の論点は多岐にわたるため，一つ一つ切り出しな

がら検討を進める必要があると考えられる。ただし，

要素技術を揃えれば入学者選抜にすぐに導入できるも

のではない。CBT に関する小規模な実験を行い，知

見を積み重ねながら，確実な方法として洗練する必要

がある。これにあたっては，受験生はもちろんのこと，

試験監督者・アドミッション関係者の視点も積極的に

取り入れ，社会の受容の得られる試験方法として鍛え

ていくことが必要である。 
 

注注 
1） 松浦（2019）では，学部単位の試験から全国規模（受験

者数 50 万人程度）の大規模な CBT を射程に入れ，課題

と解決策を挙げている。本報告は，総合型・学校推薦型選

抜のような小さな募集単位の試験であっても，CBT を導

入するには実証的知見を蓄積しながら緻密に進める必要が

あるという立場をとっている。 
2） nativefier（https://github.com/nativefier/nativefier）とは，

指定の Web サービスに接続するためのアプリケーション

を作成する，コマンドラインツールである。開発元がデス

クトップアプリを提供していない場合，利用者は汎用ブラ

ウザを通じて URL から接続する必要があるが，

nativefier で当該の Web サービスに接続できるアプリケ

ーションを作成しておけば，そのアプリケーションを起動

するだけでよい。作成の際， API （ Application 
Programming Interface）を利用すれば，アプリケーショ

ンの表示方法をはじめとするさまざまな特性をカスタマイ

ズできる。生成されたアプリケーションのファイル一式 
（.exe, .app等）は，他者と共有することが簡易である。 

3） ネイティブアプリとは，特定の OS に対応したソフトウェ

ア開発キット（Software Development Kit: SDK）を使用

して開発され，高パフォーマンスで柔軟な挙動によりプロ

グラムを実行するアプリケーションのことである。対して，

疑似ネイティブアプリとは，SDK を用いずにコマンドラ

インツールで開発可能であり，低コストで可能な限りネイ

ティブアプリのような挙動を実現したアプリケーションの

ことである。 
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